
　このガイドブックは、保護者の方に、子どもの急な病気や

けがの対処方法などをお示しし、症状をしっかり把握し、

あわてずに落ち着いて対応していただくことを目的に作成

されました。

　休日や夜間の小児救急医療現場では、時間外に受診する

軽症の患者さんが増えることで多忙と混乱が生じています。

救急病院に軽症の患者さんが集中することで、本当に重症

な患者さんへの対応が遅れるおそれが生じたり、過重な

負担のために小児科医の病院離れが進むなど様々な問題

が出てきています。

保護者の方にはこのガイドブックを利用し、いざという

とき子どもたちが安心して医療が受けられる小児救急医療

体制が維持・確保されますよう、御協力をお願いいたします。
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